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    ホームページ掲載用シート 

                                                                        子ども会用     Ｎｏ１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 子ども会名（ふりがな） 

（たいきちょうちいきこどもかいいくせいれんらくきょうぎかい） 

 大樹町地域子ども会育成連絡協議会 

 

 連絡先（○○方、○○気付など具体的に） 

〒089-2132 北海道広尾郡大樹町双葉町６番地１ 

      大樹町生涯学習センター内 

TEL：01558-6-2133 

 

 

 会員数：幼児（0歳～6歳）小学生（7歳～12歳）中学生（13歳～15歳）高校生（16歳～18歳）JL（ 0 ）名 指導者（ 48 ）名 

                   57名              176名               85名                50名 

                                           合 計  368名           合 計  48名   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域の状況 

 

 郡部の子どもの減少に伴い、平成21年に石坂小学校、平成23年に中島小学校、平成25年に尾田小学校と尾田中学校が閉校し

ており、現在は町内に小中高等学校がそれぞれ１校ずつ配置されている状況にあります。郡部でも精力的に活動している地域

子ども会はありますが、子どもの絶対数の低下の影響で活動を継続することが困難になっているところもあります。こうした

状況を勘案すると、地域子ども会のみならず当協議会の活力が失われてしまうのではないかと懸念せざるを得ません。 

 

 しかし、近年は郡部の地域子ども会を復活させて活動を再開し始めたところもあり、当協議会としても継続して事業を展開

し、粘り強く活動していくことが重要であると考えています。今後も、地域子ども会との連携を強化するとともに、町内のす

べての子ども達の健全育成に寄与していきたいと強く考えております。 

 

 

 

 

発足から現在までの主な沿革 

 

 当協議会は、町内の各行政区で独自に活動していた地域子ども会を集約し、統一した活動を行っていこうという気運の高ま

りの中から、昭和 52 年に結成されました。今年で 41 年目を迎えています。 

 

 平成 14 年に当協議会が創立 25 周年の迎えた際は、初代会長の坂野 寛さん、２代目会長の田野 護さん、３代目会長の農澤

 邦生さん、４代目会長の阿部 哲男さんらを招いて座談会を開催し、当初の活動の思い出や苦労話などを語り合いながら、創

立 25 周年記念誌を発刊しました。 

 

 平成21年に５代目会長の紺野 吉明さんから大庭 滋理さんに会長が交代してから現在まで、当協議会の役員や育成者の協力

を得ながら積極的に様々な事業を展開しています。 

 

 

 

 

子ども会での活動（年間行事計画） 

 

（１）大樹町地域子ども会育成連絡協議会役員会、総会 

 

（２）南十勝地域子ども会交歓会兼子ども冬まつり 

 

（３）大樹町地域子ども会春季ミニバレー大会 

 

 

 

 

活動プログラムは誰が作りますか…？ 

 

１ 子どもたち              ２  子どもと大人の代表 

    ３ 大人の作ったプロに子どもの意見を聞く  ４  大人だけ  

  ５  その他（          ） 
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 子ども会用     Ｎｏ２ 

  

特色ある活動及びプログラム、自慢できること 

 

（１）子ども冬まつり 

 子ども冬まつりは、町内の地域子ども会に所属する会員相互の親睦と交流並びに子ども達の健全育成の推進を図るとともに

、冬季期間の健康増進と体力づくりに資することを目的として、昭和57年から現在に至るまでの永きにわたり開催しており、

近年は南十勝地域子ども会交歓会を兼ねて隔年で実施しています。 

 当初は、宝探しゲームや雪像づくりコンテスト、雪山で遊ぶそりすべり、マウンテンバイクのコースで競うタイムトライア

ルなどを行っていました。近年は、大樹中央運動公園スケートリンクを会場に、ドキドキふうせん割りゲームや人間ばんば、

氷上つなひき、宝探しゲーム、氷上アメ玉ばらまきなどを行っています。その中でも１番の人気を博しているのは、地元の皆

さんの協力を得て実施しているスノーモービル試乗体験のようです。 

 また、昼食に関しましても当協議会の役員や育成者などの地元の皆さんの協力を得て、おにぎりやお茶、焼き肉、焼きそば

、豚汁などを調理し子ども達に提供しています。現在は行っていませんが、過去にはうどんやホットミルク、羊や豚の丸焼き

などを提供したこともありました。 

 参加した子ども達は、普段から外で遊ぶ機会が少なくなってきているせいか、大勢の友達と外で思いっきり冬を満喫できる

ゲームを行えるということもあって、寒さを忘れて夢中に遊んでおり、「楽しかった」、「また参加したい」と喜んでくれて

います。そんな子ども達の笑顔を見られることが何よりも嬉しく、私達の励みとなっています。 

 

（２）南十勝地域子ども会交歓会 

 南十勝地域子ども会交歓会は、大樹町と中札内村、忠類村の３町村で協力して持ち回り開催していましたが、忠類村が幕別

町と合併したことを契機に、大樹町と中札内村の２町村で協力して隔年開催しています。 

 当初は、ミニバレーやドッヂボールなどの屋内競技をメインに交流を図っていました。近年は、大樹町の子ども冬まつりと

中札内村の冬季野外レクリエーションに兼ねて実施しており、屋外での交流を図っています。 

 今後も、大樹町と中札内村とで協力し合いながら、継続して広域的な親睦と交流を図っていきたいと考えています。 

 

（３）大樹町地域子ども会春季ミニバレー大会 

 大樹町地域子ども会春季ミニバレー大会は、大樹町発祥のスポーツであるミニバレーを通じて、青少年の健全育成を推進す

るとともに、冬季期間の健康増進と体力づくりに資することを目的として、小中学生を対象に毎年開催しています。 

 この大会は、大樹町青少年健全育成推進町民の会や大樹ライオンズクラブ、大樹町ミニバレー協会、大樹町女性団体連絡協

議会、当協議会の役員や育成者などの地元の皆さんに審判や昼食提供などの協力を得て開催されています。 

 参加チーム数は年々減少傾向にありますが、プレーする子ども達のみならず応援する親の皆さんにも力が入り、会場全体が

大いに盛り上がっている中で、熱戦が繰り広げられています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子ども会活動における問題点 

 

 郡部の子どもの減少に伴い、平成21年に石坂小学校、平成23年に中島小学校、平成25年に尾田小学校と尾田中学校が閉校し

ており、現在は町内に小中高等学校がそれぞれ１校ずつ配置されている状況にあります。郡部でも精力的に活動している地域

子ども会はありますが、子どもの絶対数の低下の影響で活動を継続することが困難になっているところもあります。こうした

状況を勘案すると、地域子ども会のみならず当協議会の活力が失われてしまうのではないかと懸念せざるを得ません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

子ども会活動における今後の展望 

 

 近年は郡部の地域子ども会を復活させて活動を再開し始めたところもあり、当協議会としても継続して事業を展開し、粘り

強く活動していくことが重要であると考えています。今後も、地域子ども会との連携を強化するとともに、町内のすべての子

ども達の健全育成に寄与していきたいと強く考えております。 
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子ども会用    Ｎｏ３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

   

活動の写真 

 

 

写真の説明 

 

南十勝地域子ども会交歓会 

 

「ドキドキふうせん割りゲーム」の様子 

活動の写真 

 

 

写真の説明 

 

南十勝地域子ども会交歓会 

 

「人間ばんば」の様子 

活動の写真 

 

 

写真の説明 

 

南十勝地域子ども会交歓会 

 

「氷上つなひき」の様子 

活動の写真 

 

写真の説明 

 

南十勝地域子ども会交歓会 

 

「氷上アメ玉ばらまき」の様子 

 


